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藤田昌世 氏



藤田昌世氏の業績

藤田昌世氏 (Mr.Masayo Fujita)は、

明治18年(1885)8月5日、徳島県に生れ、父の転任により小学校4年迄札幌で育ち、父

の死後ほに連れられ5人の兄弟と共Vこ家主主に帰った。

明治羽生手(1905)、 青山学院に竿び、高等学部在学中に渡米して電気工学を志したるも、

病を得て帰弱j養生された。

明治41年(1908) 3月より44年迄、東京帝国大学理科大"f:の鳴託となり、神奈川県三浦

三崎臨海実験所に於いてi7liJlI式真向真珠の形成の実験研究に、令兄純世氏の助手

としてたずさわる。

大正2年(1913)、 愛媛県平城湾に於L、て真珠養殖の研究のため、小西左金吾氏に招聴さ

れたが、同 3年小西氏と共に予土真珠株式会社を設立し、高知県稲毛湾に分場を

設置し、平城湾に於いてはf手形真珠の養殖を行い、宿毛j乏では其円真珠の完成に

専念された。

大IE4年(1915)、 林ギji宣翁を社長?こ迎える。核を外:剖更に挿入する外{本件、iにj市入しても

真~[lÄ珠を形成する事を発見した。

大正5年 (1916)、 遂に目的とした球形養殖真珠の完全品 170{罰を採取して、大阪の真珠

間(池田久君子弥太氏)に売却し、初めて問川式による冥円真珠の産業的成功の確

誌を得ナこ。

大IE6年 (1917)、 i乏の成功により、かねて出願中の間Jfl藤古氏発明の真珠形成法の特許

は西川真吉氏に F付された。

大正8年(1919)、 1月、昨秋採取の真珠約100匁(約8，000側の貝より)を、浜寺にて約

12万戸Jに入札した。

大IE9年(1920)、 のE芝、穴水害により全滅し、会社の事業再起不能に至った。

大正10年(1921)、 rl~lfl式特許の施行権分壌を開 i!fl され、和歌山卵、問辺湾に於いて倖J71てつ$:

幸子吉氏と協同で真円真珠の養殖場合開設した。御ア仁木氏は資金を、藤同氏は技術

を担当された。

大正12年(1923)、 御木本氏と別れて、アコヤ貝による真珠養摘を切りあげ、大正13年

(1924)琵琶湖に於いて淡ik真珠養殖の研究に策手された。

大正14年(1R25)、 カラスガイによる始めての淡水冥同真珠34何を得た。同年1Jfi、真珠

言語界の発展を期する為に日本真珠組合を結成した。

昭和3年(1928)、 日本真珠組合を弘組して大日本真珠組合を結成して(組合長御木本幸

古代理、斎藤信吉氏)大問団結し、小林/]作氏と共に専務理事を務め、小林氏の

事務に対し技術面を担当された。

昭和7年(1932)、 真珠組合改組に際し役員を辞任。

昭和9年(1934)、 滋賀原に移住して、淡ノk真珠養舶の研究に専念された。

昭和10年(1935)、 1月、イケチョウガイをほ貝とする淡水真珠言寄稿が軌道にのり、ず{閏



虎之助氏と共に琵琶湖真珠繁殖株式会社を設立し、同13年から淡氷真珠は商品と

して、海外に輸出し始めた。

昭手口11年(1936)、 中村十作氏の招聴により奄美大島に波り、マべによる真円真珠形成の

突!換を行う。 200貝余の施術を行合ったが、台風のため、回収した貝は10ケ位であ

った。この中から 2国の真向真珠を1[3.1-こが、今日に於いても唯一のものである。

昭和17年(1942)、 日薬事変勃発、太平洋戦争に発展のために解散する。

昭和21年 (1946)、 終戦により養河童業さと再挙し、常自主付Jこ於いて、字国清一郎氏と共に新

E目1Jl沫件、式会社を設立。

H召手123~p (1948)、 字削氏と別れて草津市志苦[1町に琵澄湖真珠株式会社合再興し、経由村

雄琴湾にも養究áJ若:を設け、苦妻子民法の研究に没頭され、 i悶26年秋には3-5 ミリのJ~

円真珠を産出し、 2-3匁のネックレスの生産に成功された。

昭和27年(1952)、 会開河川湖沼養殖協会より淡水湖利用の功により表彰された。

昭和28年(1953)、 鄭旺氏と共に淡*真珠株式会社を設立した。

昭和29年(1954)、 より、霞ヶirli及印蒋沼に於いてメンカラスガイによる真珠養殖の突験

を行い、印落沼よりは数貫の真珠を採取し之を販売したが、組合の都合にて事業

続行せずに中iとした。

I沼手1130年(1955)、 琵琶湖真珠K.K.の全ててと県漁業協同組合連合会に移譲し、顧問とし

て指導に当る。

昭和32年(1957)、 真円:頁ー改発明白周年記念真珠祭式典の際、 J~rf栄養殖業界の大功労者と

して藍綬褒宝苦言ど授与された。

)慾田昌f辻氏の業績中、特室経すべきものは、何といっても御令兄綿t立氏と共に、或いは共

の後に於いても行われた西]I[藤吉氏発明の真向真珠養殖法の確立、実託であって、その業

績は広く認められ、諸文献に紹介せられ、真珠史にも永久にその名がとどめられている事

である。今日の養殖法もこの西川式(ピ{ス尖)によっているだけに、湿言語を突際に産業

イヒされた功績は偉大なもので、あるといえる。

更にもう一つの大きな業絞は、淡水真珠養殖を確立された芸評で、 「海の真珠玉j御木本

幸吉氏lこ対し、 「淡水真珠玉」とも称するべぎで、大正13耳三に諸手されてから、 12年の歳

月を経て完成され、今日の淡水真珠養殖の主主一礎を作られた事:である。

そもそも、琵主主湖の淡水真珠の最初は、大正4年の大博覧会に御木本氏が出品した琵琶

湖山田沖で採取したドプ貝4哨ミら出た天然真珠が、審査の結果、世界第二の真珠(悩格

3，000円)と折紙つけられ、ために滋賀県当局は注目して当時森知事が御木本氏をして研究

に当たらしめたのが始めで、あるが、真珠王国滋賀県の夢は空しく、技術の幼徒とほ貝の研

究不足と成功をあせりすぎた為に失敗に終ったのである。

かくして漸次下火になったので、あるが、 13年になって藤間氏は琵琶湖践の淡水貝でも真

珠養殖1土可能であると確信し、アコヤガイに対するすぐれた技術をもって着手され、向吉
さ'eoよし



慶三郎氏を助手として大津一市三保カe崎の京都大学臨湖突験所で、行われたが、 li'iJl4年箆にカ

ラλ ガイ真円真珠341簡を得られたので、ある。

しかし、カラスガイでは思う様なよい真珠が出きないので、廷に研究の結果、イケチョ

ウガイによる立派な真円真珠が出きたので、ある。

氏は現在74才の御高齢であるが、倫かくしゃくとして滋賀県、大阪府、サウスシ{ノ々ー Jレ、

其の他2、3の会社顧問として養殖の指導に当っておられる。

御住所は滋賀県大津市錦織町869番地である。

上文は藤田昌也氏提出資料、其の他による。 (文言空 白井)



真珠品質に関する予備試験※
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(愛媛県水産試験場)

愛媛県真珠養殖業は海域の異る宇和海と瀬戸内に於て行われているが、こ

れら各真珠茶摘j場に於て哀珠の巻き、色等にどのような差異があるか検討する

ため、各漁場に配布済の試験貝について去る33年12月に試験制を実施したので

その結果を取纏め報告する。

報告に当って御協力下さった各真殊会社並びに御指導下さった国立真珠研究

所員の方々に感謝する。

試験概要

供試員施術年月日

グ 施術者

核使用規格

配布施術貝数量

配布漁場

養 殖方 法

試験剥実施日及個数

試験結果

昭和33年7月上句

村岡真珠株式会社嵐工場

l分5厘-1分8J豆
f平寵 35個人x3

漁場当り(業者当り) 220個{
i縄市 39個x3連

20漁場

各漁場の最良場所に水深 2m垂下

貝掃除回数 l回-2回

33年12月201=1

各漁場、金網10個、縄市10悩

試験剥をした結果は第 l表の通りであるが、瀬戸内海養殖場の分については

更に別途(第2表)により国立真珠研究所に於て検討したものである。

※愛媛県水産試験場研究報告 1959より
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全海域に於ける試験剥結果表
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第 2表 瀬戸内海に於ける試験剥結果表
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註 2連珠は2ケに読む

考 察

1. 第 1去により宇和海区13漁場、第2表により瀬戸内海区 7漁場合計20漁場

において、南海域の龍吊り及び縄吊りによって養殖された翼珠の品質(色の出

現不)を比較した。

2. 調査方法は先づ色について、いわゆる白珠及びくず珠を除いた後、ホワイ

ト系、クリーム系及びプノレ一系の三者に区分して夫々の倒数を数え、出現率を

計算した。

;欠に巻きは瀬戸内海の分について検討してみたが、原核を一定していない

(1. 5分~1. 8分を使用)ので若干の問題は残るが、一応真珠の直径を一個一個

マイクロメーターを使用して測り、 (最短掻と思われる部分を測定)その平均

値をもって比較した。

3. 最初に色の出現率を宇和海区と瀬戸内海区別に三角座標に記入してみる

と、第 l図、第2図のようになった。瀬戸内海区に於ては第2図からわかるよ

-3-



第1図宇和海の色の出現率 第2図瀬戸内海の色の出現率

0: 繕吊り

.縄吊 り

ホヲィ p

1 新居浜 5 伯方(野村真珠)

2 霞 窪 6 11 (ウニヤ真珠)

3 : 大三島 7 中島

4 関 前

ホワ"

うに全標本は比較的近接しているが、先づ諾吊り及び縄市りの聞で出現率に差

が認められる。即ち縄1弔りの方が龍!弔りよりもクリーム系及びフソレー系のもの

が多い傾向がある。

宇和海区に於ては第 l悶からわかるように全標本は分散しており、寵吊り及

び縄市りの間で出現さ容に差が認められなかった。

4. 次に瀬戸内海区と宇和すf!:区別に各漁場聞の色の出現率を築市り及び縄吊り

別にX2ー検定すると、瀬戸内海区に於ては縄吊りでは漁場開の色の出現率に

差が認められないが (X20 = 16. 55くX2(0.05) = 21， 026)詰吊りの場合は新

居浜と他の漁場との間に有意の差 (X20 = 24 67) X2 (0. 05) = 21. 026)が認め

られたが、他の漁場開に於ては差は認められない。 (X20 = 11.91くX2(0.05) 

= 18，307)新居浜ではクリーム系及びブノレ一系が多いと言える。

宇和nli区に於ては誌吊りでは漁場問の色の出現率に差が認められない。

(Fo= L 357くF(0 05) = 1. 46)縄吊りでは漁場問の色の出現率に差があり、

即ち、日寺淵では他の漁場に比較してプノレ一系が多いようである。

5 宇和1ilJ:区と瀬戸内海i区の比較をした結果は雨者の間に有意、の差が認められ

る。 (F0 = 3. 97) F (0. 05) = 2. 99)即ち瀬戸内海底は宇和海区に比較してク
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リーム系が少くホワイト系が多い傾向がある。

6. 真珠の巻きについては瀬戸内海区の分のみ測定したから先づ内海区の各漁

場犠に直径の平均値合もって、築市りと縄吊りとの比較を行うと、方の二点

を除いては雨者の間に有意の差(中島p=12、344>F (0.05)ニ1.39)が認めら

れ、一般に総吊りの方が思疎ミの巻きが良いと言える。

7. 次に縄吊り及び寵吊り別に漁場開の直径の平均値を「平均値の一様性の検

定」をもって比較すると縄吊りでは大三島及び関前と他の漁場との間に有志の

差が認められ、問者ーがf自に比Iほして巻きが良いと言える。

又寵吊りでは関前及び中島と他の漁場との間に有;患の;差が認められ、この雨

者は他にくらべて巻きが恐いと言える。

各漁場の真珠の測定値 (平均値)

〔主主) Aー縄吊り l新居浜 5伯方町

B-縫吊り 2'8 窪 6伯方町

3大三島 7中 島

4関 前

要約

1. 瀬戸内海に於ては縄吊りの方が寵吊りよりもクヲーム系及びブノレー系のも

のが多い傾向があるが、宇和海区に於ては両者の養殖法の相違による色の出現

には差がないようである。

2. 次に瀬戸内海に於ける各漁場間の色の出現率は推計学的方法であるX2一

法によって出現率の差の有無を検定すると、縄吊りでは差がなく、龍吊りでは

新居浜では他の漁場よりクリーム系及びブノレ一系が多い事が言えるが、他の漁

場問に於てはこの程度の差でははっきりした事は言えない。

宇和海区の寵吊りでは推計学的な取扱いをした場合、第 l表のような差では

漁場聞に差があると言えない。縄吊りでは若手差があって蒋淵では他の漁場よ

りブノレ一系が多い事が言えるが、他の漁場開に於ては差があると言えない。
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3. 滅戸内H;J区は宇和~ÍÜ:区に比絞してクリーム系が少く、ホワイト系が多い傾

向がある。

4. 真味の巻きについては、瀬戸内海区の分のみ実施したが一般に縄市りの方

が詫吊りより巻きが良いと言え、縄市りて寸な大三島及び関前は他の漁場より巻

き ;ö~良く、主吊りで l玄関前及中島は他の漁場より思いと言える。

他のil言、持問に於ては推計学的な取扱いをすると良思が言えない程!支の去であ

ると言える。

真珠貝養殖用資材としての合成樹脂※

CLl 

正三 間 清 也

(平悶紡績株式会社研究室)

豆珠貝養殖事業の最近の膨張は顕著で、伊勢湾地区では既に飽和状態であ

り、更に新しい漁場を求めてやまない有様である。この養殖事業をして今臼に

到らしめた約半世紀にTiる先党者と、これにつ Yく哀珠業者の努力については

るにやぶさかではない。なかんづく挿核の技術は世界にi寄り得るも

のであり、その他養嫡の方法についてもその;型式が一応確立しているかに見受

けられる。然しこれを養殖用資材のiiliiから見た場合に余りに!日態依然たる観な

きゃ。養殖業者でない筆者のこうした見方があながち的を逸れたものでないな

らば、識者-の御一三号を煩わしたく敢えて拙文を投ずる次第である。

されておりまた現在も使用されつ Lある資材には、金高製品若しく

、rtt:等の積物性材料であって、何れも腐蝕、 l努i攻等;による損傷度が

(&jjく従って耐久性に之しいために、これ等の防蝕、防腐針策には多大の労力と

出費とを要している。

然るに、近年高分子化学の発展につれて、合成樹脂並に合成繊維の製造が院

かに進歩し、従って!羽海水性の強靭なるこの種の製品が安価に入手出来るよう

になった。もっとも一部には優秀な性能をもっているが天然資材より遥かに高

価につく材料もあるが、しかし耐久度が高ければ結局経済的となるものも少な

※ 1959年11月7日受理
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からず存在しているO こ.1.2、3年来安殖籍、吊線等に合成樹脂及び合成繊維

材料が使用され出しているが、まだそれ等のお?材料の使用方に適当でないもの

が見受けられ、それによって新材料の使用に酵踏するむきがあるが、これ等は

それぞれの指導機関若しくは紘合等に於て検討し、適正なる材料の改良普及に

つとめるべきではないだろうか。

これを他の水産業特に潟rJ:s方組について筆者等の経験を述べるならば、当初

合成繊維漁網、漁網等の普及に於て、その材料の物理的及び化学的性質が従来

の天然繊維に比較して優れていてもそれ等の製品化の方法、製品の価格及びそ

の製品の操作の慨易の難点があり、新製品を使いこなすまでには多大な悶難を

味ったものである。然るに現在に於ては漁t活用資材の殆ど60%はこれ等合成樹

脂系統に置き替えられており、全く隅世の感がある。これには価格も安くな

り、製造の技術並に使用技術も工夫され、それ等雨々相{尖って今日のような資

材転換が行われたものであることは勿論であるが、何れにしてもその聞に夫々

の指導機関、!袋;告業者並に使用者保IJの犠牲と努力がこのような進展をもたらし

たものであると申しても過言ではない。

之等の事実はそのま L今後の真珠員養殖用資材に就ても適用せられ得るもの

ではないだろうか。

言語、t労業の経費に於ける資材のうち漁網等の占める割合はほ').'109るであるが、

これな真珠貝養殖業の経費中資材の占める剖合は略20%と推定される。しかも

これ等の資材については案外関心が少ないようである。たまたま新製品と称す

るものが11¥まわり近年相当の進出をみせているが一部にはグ売P らんかな2のも

のもあり、旦っその用途に必ずしも適当でないものが見'受けられるので、指導

的な立勾にある当時、研究所、試験防及び純合は勿論であるが業者A も新しい

材の開発とその適正なるHl途をも見出して、 Ifr[j久度の高い合成樹脂及び合成繊

維を材料とした資材耐の普及を計ることが急務であると思う。

:工更に真珠貝j号タ宇宙JH資材として新しい合成樹脂及合成繊維の使用可能と

忠われるもの L品問、出合包等に就て詳述する予定で、あったが、最近の台風にて

ノ令者の肝党."e:も 2m余の濁水を冠り、資料を逸度したため次の機会にゆずり、

こ Lで、は所司の一端を述べるにと Yめた。

長益予
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o~α""~rι 
伊豆方面の真珠養殖を見て (折戸・三津〉

波静かな三津漁場

近年、n珠持殖漁場としての英成湾、五ク所湾、的矢湾等が荒廃し、多くの

業者が三重県外に進出して行く。瀬戸内海、出後水道、伊豆方面は 2、3年前

迄は只の漁場であったのが、今では養殖場に変りつ Lある。瀬戸内海方面につ

いては第3巻第 l号、第2号・で国研の高山所氏の視祭報告が記載されているが、

伊豆方面は未だ何処にも記峨されていないと思うので本欄を借りて見聞きして

来た事を3いてみたい。何分~i人が見て来たのであるから専門的なものでない

のが残念である。

折 戸 湾養殖場

清水駅から消水港湾総に来・って 3つ自の駅が折戸である。折戸湾と云うより

貿易港としての消水港と云った方が通りが良いだろう。 ~j内には貿易地らし

く、大型貨物船が何隻も碇泊している。折戸は古来カキの後殖場として有名で

あったが、戦後清水主主殖民珠株式会社の小菅義次氏が真珠1rf殖を始めてから採

算の合わないカキ後殖よりはと 、現在では殆んどのカキ業者が真珠去を殖に変っ

ている。縫殖規模はそれ程大きくなく、1:染者当り筏4台位であろう。 1台の
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筏の大きさは清水式竹筏を用い、 5間x25聞である。作業場も三重県程大きく

立派に作っていない。殆んど個人経営なので従業員の数も少なく挿核技術者は

殆んど三重県から入っている。又、母貝は三重県等から稚貝を買って養殖して

いる。折戸湾の養殖場が大きく経営されず、又現在序々に業者数が減少して行

くがこれは折戸湾が真珠養娘漁場としての立地条件に適していないからである。

折戸湾の周囲には高い山或いは建造物が無いので、どの方向から吹く風にも

絶えず影響を受ける。この事は次に述べる事に関連して来る。

即ち、この湾の底¥'t.泥土で普通用いられている錨を使用する事が出来ず、太

い竹を海底に打ち込んで錨の代用としているので筏が風におして不安定である。

次に折戸湾には貯木場があり、 「伊勢湾台風」で名古屋を荒した様な巨大な

材木が海部ぎっしりと浮ぴ、外に流れない様に作られた枠内!には収容出来ず枠

外に仮に繋留され養殖筏に殆んど接するばかり……。先の「狩野川台風Jの折

にこの繋協栄が切れ、又コンクリートの柱で作られた枠も材木が当り折れてし

まって、巨大な材木が湾内を縦横に暴れ廻り養殖筏も詫大な被害を受けたそう

である。

又付近には東洋製雄、日本軽金属、豊年製油、東亜燃料、富士精糖、小野田

セメント、黒崎窯業、日本鋼管、金指造船所の大工喝や、その他多くの綾詰会

社があり、それらの工場廃水が折戸湾を汚濁し、海水は黒く養殖均としての水

貿にも悪まれていない。そのと貿易港である為保安庁からの水路関係での漁場

の縮少等で、年々折戸湾の莫珠とカキは哀亡して行っているO

真珠の品質は色白がや与すっきりしている程度で、他は突虞湾j主と大差な

い。三津方面の品質が比較的良いので折戸漁場を見限り、三洋方面に移動して

行く業者も多い。

津 j魚 場

東海道線沼津駅で下車し、パスに乗って約 l時間、伊豆の三津浜に若く。 地

形の関係から漁場は大体このあたりに固まっている。此の漁、土器も先に書いた小

菅義次氏が拓いた漁場との事である。南側にdJの扉風があり、北側に淡島とい

う大きい島があるのでj誌の影響を受ける事は少ないが、 j考が浅いせいか海iの流

れが強い。

此処も折-戸と同じ「清水式竹筏」を使用している。文、湾が狭いので大きく

経営する事が出来ず、個人業者が小さく養殖している。持核技術、母貝等もや

はり他県から導入しているO

三津は水質も良く、総麗に澄んでいて温暖であるが、流れが強いので冥珠の
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品質は比較的良いが、この様な条件の所の通例にもれずキメが荒い。私の見た

三津の養殖場は湾も狭いし、これ以上発展もしないし衰えもしないだろうと考

えられる。

清水式竹筏とは

伊豆方聞でも最初は普通のスダレ式の竹イ去を使用していたが、 i予力が小さく

吊寵数も少ないし、作業も肉質tであり、又風や波に封して抵抗力が少ないとい

うので竹を組んで筏を作っているO

これの利点は筏の上に来って作業が米It:るので能2私的であり、 i手力も泊して

いるので市淀政も多い。又連結して 7](IDîに院後ì1いているのでJ'li~や波に別しで

も強い。

在日目玉2
竹の長さ : 5 問~ (4間)

98ノぷ ~ T竹 48本
( 上竹 50ノド

トゴ

舟li

下 庁「

下竹の粗方は雨端に

太い!所を出し雨端か

らのー苦手最初Jの継目

はと図の如くし他の

継目は太い方と細い

方を重ねる1肢にして

6本をつなぐ。

上竹は 8)'IJ並べた一下

ム
l

A

ハ
上
野 8j存協J、ー

ミ1ζ

η ~Ji万
ド図の如く誌の他方は

背通の本筏と似ている。

下竹は5間のものを6

本つなぎ、それを 1本

として 8本主ベる。

(計48本)

上竹は下竹に直月に50

ヌ並べる。

ポ
i

l
同

i
i
lム

三f_'TJ: 

トウ話

251司

ハリ



竹のょに太い方と細い方が交互になる様に並べる。(下図参照)

lつの継自には上竹を大体3本位紋せる。継自の結び方は下図の如く千鳥に

結ぶ。

吊簡は l つの区聞に 2~3 ケ吊るす。

lfûi周年数は下竹が 2~3 年 、 よ竹で 5年

位使用出来る。

i手持を使用せず水面に直接浮べるが、

汗カが強いから沈む事は~い。又i手樽

を使用してないので台風にやられでも

i手持が分離して筏が沈むと い う事 もな

い。

日住、水面に直接浮いているので付若生

物が多量につくので筏を掃除する手聞

が必要であり 、又 これが1耐周年数を縮

めている。

+く型船と工場うこ近い清水湾漁場

此の「清水式竹筏」について専門家の御TI見を開きたいと思います。叉養殖業者の

方でこの竹筏と普通三重県等で使用している筏の両方を使った事のある方がありまし

たら、夫々を比絞してその良い点、惑い点等を経験上から指摘して下さい。

(10-XI一'59)
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o~~rßl-~ 
真珠界の愚人

藤田昌世氏を訪ねて

井祥平

湖北地方が赤々とした晩秋の夕陽にはえ、昔変らぬ大津の町に点々と灯がみ

え始める頃、我々は近江神宮の駅に降り立った。

る11月の初旬、 5年ぶりに懐かしの京都を訪れ、紅葉の秋とうずもれ

た史跡、或いは大賞禄の名刺を思いきり観賞し、あわよくば作品をものしよう

という探秋行の~13 ~をさいて、かねてから御高名をき L 是非一度と念願してい

た終回昌世氏を訪ねるためであった。あたりは突に静かでのんびりしており、

この辺注高級住宅地だけに空気もよく気持がよかった。うらぶれたゴスモスが

咲いている沿線 芦屋族ならぬ湖辺族の奥様の立ち話一静かなi切に突き出た榔

ケIIf(;j-京一台通らぬ静かな道を歩き乍ら、こんな所に住んでおられる膝回氏の

姿がお目にかからぬ先から何われた。前栽のある玄関で案内を乞うと、予想通

り大変物静かな奥様が出てこられ、グお待ち申しておりましたグとすぐ2階の

座敷に通された。

写mではいろいろと、又会館でも以前に拝見した事があったが、名乗り出た

のはこれが始めてであるのに、話が進むにつれ、私の周知の人々、厄介になっ

た人々の名閣が飛び出し、また Lく間に諮がはずんで、一方の藤田氏は74歳と

いう烹珠養殖界の長老で大功労者、片方私は孫の様なカケ出しというのに大変

面白い話が交わされた。

グi立方がくるというので国研の沢田君にきいたら、若い人ですよ…一・といっ

ていたが、こんなに若いとは思わなかった。 ψ

と大変ほめられ、又若々しい(私はそうは思わないのだが……)のがうらやま

しそうであった。というのは昔の写哀を沢山持ち出されての説明中、私もこの

頃は若かったでしょう。こんな美男子だった事もあるんだよ・夕、と何回も何回

も言われたので、我々は若い事が大変申し訳けなかったのである。同行の組合

のM君は一層若く、夜、が子供なら、彼は卵みたいだから……と余計愉快に、あ

たかも孫相手の真珠昔ぱなしをされている様でもあった。

イーストマン・ゴダツク時代の変色し始めた写真や、六切の大乾板の写真を
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形も歪み、大珠は出きるがベラボーに安値であるから、小珠しか作らないん

?こ……。

という程!変であった。私以外の大低の人にきいても同じ様な事を言っている。

所がこんな知識は藤田氏の所で、は通用しない。それしなら……と突い乍ら出さ

れたサンプノレケースを拝見すると、何とアコヤガイでも出ない様なピンク、や

ム一斉味のピンク、金色からブンドワ、 ドクズ迄各磁あって驚ろいたのである O

淡水真珠でも技術により、どんなものでも出るよと笑って答えられた。 10ミ

リ以上の真珠はどこでも作れず、やはり高度の技術がいるそうで、現在では殆

んど出ない出、氏がかつて作られた大珠は i個30万円で売れたとの事。

かねて、当呼水産庁におられた小関信章氏から、勝国氏の外套j民の間に核を

挿入される技術は神技で日本中設もマネ出きぬ……惜しい人だ、と聞いていた

が、その事を伺うと又笑い乍らグもう私は年をとって出きぬが般かに難かしい

ものです。私の技術は菅原氏と大井田氏には教えたから出きるだろう……sと

言っておられた。

夜はふけて来るが何か伺えば次から次へと資料が飛び出して、いくらでも

がはずむ。ゆっくり伺いたいし、又こんなJ参らしい資料は是非知識にしておき

たい。しかし次の予定のため非常に残念乍-ら失礼する事にした。

おぼつかない夜の撮影であるが、拝見した標本を苦心してフイノレ A に収め

た。そして藤田氏が御木本翁を写してスツとされたに習って、私もこの記念

すべき訪問の記念写真をとらせて頂き、そのーと御馳走に迄なって、感謝の気持

一杯で辞したのは 9時過ぎであった。

ここ数年来こんなに楽しい又有意義な訪問をしたのは始めてで、これもひと

えに氏の御好意の御蔭であり稿を借りて深謝する次第である。

(7-}l-'59) 

A
A
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日本真珠研究所の巻←ー

(日本兵珠研究所三重県的矢分室)

会報第四巻、第一 ・二号の新沼f図』紹介に於いて、少し紹介した日本真珠研

究所を今月は訪ねて見る事lz:.しました。

財団法人日本真珠研究所は昭和26年4月18日に発足したが、そもそもの発端

は終戦後まもない21年 l月l日に設立された円木合同哀.珠K.K.付属日木哀珠

研究所が前身であり、戦後最も早く作られた立珠の研究機関であった。

この日本合同j~珠付属研究所は 、 たまたま的矢の磁和楠吉氏の天然11珠の特

許問題を学問的に裏付けする研究を行お うとしていた松井博士と 、従来迄天然

冥珠lま架，可として需要があったのでij災後間もなくであるが、この天然真珠なら

作ろうという大月 ~j男氏の話が合致して21年に発足したものである。

そこで怯:Ji:防士は京都大学白浜臨海実験所の使用，1'午可をとり研究に岩手され

たが、まもない21年12月のmrfi]:大地症にあい、住宅が被害をうけたので、京都

大学:の研究室に引きあげたのである。 (22年11月)

それに先立ち、神明の横山j誌に研究所を~てる計百Iがあったが、間ml税関に

逢い中止された。京都大学へ移されてからは、ヰらroa、の基礎的な研究を行う

事とし大学:の各日持庵に研究'll:をけiして実施されたが、当日寺のテーマとしては、ま

ず真珠の品伎の研究がなくカンに瀬っていたので、色を決定するために国際標

涼色を基準としての物到!的な研究を内田洋一研究室で行・ったのが始めであった。
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後になって賢島に国立立珠研究所が出きたので島津で色度計を試作し、内田

研究室が管理して収め、研究員も京都大学より派遣されたのである。

其の後、一時的に日本後殖艮珠K.K.に移されたが、昭和23年3月 l日に独

立し、 分室を的矢の磯和1!l:地上島と目安田昌世氏の琵琶湖以珠 K.K.内におき研究

が進められた。

昭和26年4月18日、正式に財団法人日本点珠研究所と して文部大臣より認可

され今日に至っているわけであるが、研究員としては京都大学、広島大学、三

重大学、関西大学、水産講習所等も参加し、あく迄基礎的なものを取り扱って

いる。

実際の研究としては国立真珠研究所も設立されたので、その方に任せる方針

をとっておられ、 年間研究費は150~200万を計上されている。以前に紹介した

如く 、これらの研究報告は原則として l 年に l 回出す予定の研究報告a~に発表

せられ、これ迄に 3輯発行され、圏内と海外にも広く配イHされている。

又、昭和33年より和歌山県白浜町、近畿大学、白浜臨海研究所内に分室を開

設された。

最近では昭和27年頃が最も活}援に活動されていた様で、その当時の)伏況を資

料より 参照してみよう。

(近畿大学白浜臨海研究所)

基 礎研究部

(1) 真珠の構造色沢に関する物狸学的研究

主査内回洋一(京大教授)

上回 正康 (京大助教授)

八木 寿郎 (京大理・助手)

殿村 消

ハ
O



異質真珠の構造に関する研究

広 田猛夫(京大大学院)

(2) 真珠及び実珠貝の成分に関する生化学的研究

主査問中正三(京大教授)

ゴシキオリシに関する研究 波多野博行 (京大理・助手)

冥珠の蛋白質に関する研究高橋鉄子(京大大学院)

lすEγ~1f向と i前 // 

冥珠の色素に関する研究 高木 // 

(3) 莫珠の生因に関する研究

主査松井佳一(京大農講師)

傷癒ホノレモシ・発癌物質による実験的研究

松井佳一

磯和 楠古(日本パーノレ取締役)

実珠袋に関する研究 小島古郊 (関西学院大学:)

(4) 真珠貝の生理生態に関する研究

主査宮地伝三郎(京 大教授)

真珠貝の酵素に関する研究小野喜三郎 (京大理・講師)

生民清三(京大大学院)

冥珠貝の生理に関する研究 JII本 信之 (県立三重大教授)

真珠貝類の解剖j学的研究 松井佳一

中村正人

アイソトープ・カノレνワムによる石灰沈潜の実験的研究

内田洋一

回中正三

松井佐一

真珠貝の組織培養に関する研究

松井佳一

応用研究部

(1) 不良真珠防止に関する研究

挿核技術に関する研究

漁場の海洋学的研究

主資松井佳一

磯和楠吉

宮地伝三郎
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生化学的研究 田中正三

物理学的研究 内田洋一

生理学的研究 川本信之

(2) 真珠のi;~I~ I土I染色加工に関する研究

主査田中正三

松井佳一

磯京1 楠吉

(3) rGJ3f;員組の増舶に関する研究

主査松井佳一

磯和楠吉

(4) ~'.G珠核!こ|唱する研究

主任絞)i:イ1-

伊l次幸彦 (京大工 ・助 手 )

謂 査 部

(1) ~'r;球に関する文;{j~ .w: ~~に閲するn

鈴鹿三七

(2) 真珠持制~に関するn 松jl: 佳一

委託研究

(1) アコヤガイの発生に|到するf'I:

民林省/k鹿市¥¥'1所教授 吉田 裕

最後であるが、産みの親であ りi設立当時よ りの所長である松井佳一博上を御紹

介申し上け'たい。

松列同士は水産ロ11'i ~\'1所必勉科衛l卒業で 、大正 4 年蚕業試験場を振り 11\しに 、中

村水産研究所 (問7年)、 愛知県水産試験時淡水i陪刑研究

所主任 (同9年) 、 水I主講習所、 ~tTIj ìを.~fJ.試験吟主任(同

11年)、水産試験t，q盟縮分均主任 (昭和4年)を務められ、

!昭和9年、令f(¥の辿伝学研究によりボ京帝国大うよりf災

学問土を授与せられた。

金魚の研究に於いては、日本の他!戒であり大正3年以

来現在に至るまで継続研究をされており著占も多い。

真珠の研究については|昭和11年3月よりメキ νコ共和国の水産顧問として招

科され、 カリ フコfJレニヤiriI予の ~1珠貝持地について山w;された。 H百和 13年、 米
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国各地主ど視察し帰朝後、 県水虚試験1号民に任ぜられ、終戦JS務められた。

昭和19年、大月菊男氏のす Lめで真珠の研究を再開され21年、前記の通り日

本合同真珠の付属現究所長に迎えられ、同:1寺に京都大学理宇部講師に任ぜられ

23年より、現在に至るi室、日本真珠肝究所良として指導に当っておられる。

最近では31年にアメリカ、カリフオノレニヤ大学のスクリップス海洋学研究所

の招聴により、 νシポジユウムl'C出席され、各地を巡ってメキνコを始め中米

諸国を経てペノレ一、ホリピヤに滞在の後帰朝され、広く海外にも有名な

残さわした。

現在、所長を始めとし、 、県立:三重大学講宮市、 同

白浜臨海研究所長瀬戸内海迎合海尽漁業調整委員、京都府内水面漁業活理委員

長、京都府設UJm号、村振興針策顧問、哀珠養殖議'，_設会専門委員等、多くの

あり、現在尚69殺の御高齢乍ら御活路である。

(24-)l ノ59 文責白井)

円て:主互三ヨ
藤 田 iE 

(三三重県立大学水産学部)

1.真珠

は見渡す限り古が浮んでいるが、〆子三嫡の行われなかったTJi誌の烹珠

潟、業の実状はどの様な実情で‘あったろうか。

この時代を顧みるのも亦興味あることである。幸い、明治16年にLRが大がか

りで編纂した三重県水産関鮮は時代としては天然真珠のみに依存した折の記述

であるJえから、こ与に紹介する事としよう。

真 珠

真珠貝ハ志摩国沿海ニ産育スノレ多ν之ヲ捕ノレハ四手ヲ問ノ、スト醗モ五月ヨリ

七月迄ヲ良好トス其法三ツアリ小舟ヨリ小桁網ヲ曳クモノト装婦潜水捕収ス

ノレモノト又ニテ突キ探ノレモノトナリ悲ニJE州市施田村及ヒ浜島村ノ漁事ヲ掲ケ

一般ヲ述ブ

布施田村ハ翠掃ノ漁トス六七月頃小舟一隻ニ潟、婦七八人乃至十‘四五人乗組ミ
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各磯桶ト口昌プノレ小桶(口径一尺五寸深サー尺)ヲ携へ漁場ニ至 1レヤ腰ニ縄ヲ纏

ヒ一端ヲ磯補ニ結ヒj毎ヒニ浮ヘカリ棒(民サー尺三寸)ヲ携へ潜水ν雑藻ノ中

ヲ探リ 暗礁ニ附着セノレモノヲカリ棒ニテ起乙/採ノレモノナリ抑真珠貝ハ樹木細根

ノ如キモノ数条アリテ岩礁、ニ附澄ν重累νテ団塊ヲ為ス故ニー塊ヲ起サハ数個

ノ貝アノレモノナリ又浜島付ニ於テハ小舟(二三人乗)ヨリ適宜ノ場ニ出テ海ヲ

窺ヒ岩保ニ附着セノレヲ見テ翠ニテ撞離ν又ヲ以テ突採ノレモノトス之ハ揮テ男子
ヒシ

ノ業トセリ i市νテ帰村ノ後小刀ニテ貝ノ口ヲ開キ肉ヲ探リ珠ヲ取ノレ珠ニ大小ア

リ大ナノレモノヲ食へ珠ト初Fブゴレハ必ス貝ト肉トノ問ニアリ或ハ芥子珠連玉珠

ト日目へ肉中ニ含ムモノハ細小ナリ珠ニハ金銀ニ色アリ近年ハ銀色ヲ賞ヒ価高ν
ト云此漁業ハ大ニ幸不幸アノレモノニνテjf見令ハ百貝ニー珠ヲ得ナノレモアリ又幸

ニνテ十中ニ二三珠ヲ得/レモアリ珠ノ大小善悪ニ於/レモ亦然リ珠ヲ取リタノレ肉

ハ煮乾トナ V食用ニ供ス然ドモ味ヒ迂ナラナノレモノナリ

按スノレニ真珠ノ大ナノレモノハ肉中ニ非スi/テ肉外薄膜ノ如キ中ニアリ之

ヲ食へ珠ト称ν上等トス肉中ニ在ノレモノハ淳テ小珠ノ下品ナリ該貝ハ蕃

殖迷カナノレモノニテ仮令多獲為スモ尽滅スノレモノニ非ラス年ニヨリ雪水

多ク湾内ニ誌クコトアリ然ノレ時ノ¥多ク死スレドモ二三年ヲ経ハ蕃殖兎ニ

復ス之レ生産ノ速カナノレ所以ナリ而テ此貝ハ砂地ユ産セス νテ岩石ユ附

蒼ス細限ノ如キモノ在リテ石ニ縫着ν甲乙交結νテー塊トナノレ故ニ他所

へ移転セナノレ者ノ如乙/ト悶:モ漁夫ノ言ヲ間クニ季節ニヨリ位置ヲ変スト

云一夜碇泊スノレ処ノ碇綱ニ斎ク事間々アリコレ甲乙地ヲ換jレノ ~ÌJ ト云

ヘリ

2. 渡辺理一氏の業蹟

私が長崎に勤務(l952~59) していた時代に、渡辺理一氏の大村湾でのお仕

事を調査しておきたいと、多少努力したのであるが、もう古いことではあるし、

仲々手のつけ様もなかった。

而し、大村の井沢次男先生にお話しして見た処、丸川久俊先生は水産講習所

時代に渡辺氏と同級だったから、たずねて見たらとのことで、昭和28年春先生

にお便りした所下記の様なお返事を頂戴した。

そして、その後も気を付けていたもの L、これと云う資料を見出せなかった

が、長崎県水産時報(l910~1918) (長崎県水産試験場蔵書)を見て多少記載

してはあるもの L、特にとり立て L置かねばならない程のものではない。

従って、こ Lに、今は逝き丸川久俊先生から頂戴した全文を掲げ大村湾真珠

養殖業の功労者の業蹟の一端を偲ぶこと与した。
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渡辺理一君は水産議習所在学中は朝永忠一君であったが、卒業後間もなく当

時貴族院議員であった男爵渡辺氏の娘婿となったが為だ。その結婚の成立は男

爵が武道の達人であり講道館の役員でまらった。

そして朝永君は柔道が強く業が鮮かなのに魅せられた結果、是~f [jfZ!k宵にと懇

請されたとの話だが、当時者間相互の理解が先行であったに遅いなさそうであ

った。

君は入学当時既に柔道が三段か四段であった。ドツ乙/リと落ち附きのよい男

で、当時の王将除で暇さえあれば道場で稽古の親玉をつとめていた。そのため

学業の方は上の方ではなかった。

卒業後彼は岳夫の関係もあったろうが、色々な人と往来した。普通なら役所

か会社に職を求める所だが、そんな面には全然見向きもせずに、先ず沖縄で、黒

蝶員をほ介にして真珠の産出に従い、その悶奄美大島でアワビに小さな茄子の

形をした介玉を挿入して立派なアワビ真珠を産出したり、或はアリザリンで紅

色に染色した核をアコヤ貝に挿入してノレビイ色の真珠を造らせたり色々と工夫

を凝したものだ。しかし渡辺君に云わせると黒燥介は棲息場が大分深いので、

その稀市を採るため養殖は悶雑であるから自然の母介を採捕して核の挿入を施

す他はない。従って大量生産は見込みないと云って、沖縄を切りとげて郷~の

長崎に帰って、地を大村湾の南風崎から船で一寸渡ればすぐの所にある大島に

えらんで、アコヤガイの養殖と核挿入によって冥13¥ミの虚出に遇進することにし

た。

学生中君が限懇の親友で、あった山岸松之助(旧姓鈴木)君の家族を東京から

呼び寄ぜてこ.l.lこ常住せしめて女房役とし、彼自身は別に鯖の rn5音網漁業と潟、

した鯖を塩蔵(アイノレランド式)として之をアメ Yカに試売をして結果如何

によっては大々的に事業化せんとしたが、試売の結果が而白くないので遂にじ'1'

止したが君は常に新規事業の開発に志し、ひとしてじっとしてはいなかった。

「静中勤jの言葉があるが、落ち着き払った君に援する度にいつも私はこの言

葉の哀諦に解る L感、があった。惜しいことに君は余りにも早くこの世を去った

が彼の築き上げた大村湾の真珠養殖事業は天下に誇る不滅の産業となった。

(34. 10. 18) 
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滋 賀県真珠養殖業の概況

一日本で唯一の淡水真珠一一

ド '111，，11'・11l"/I)"!Jh，，lI"吋，，，ι11"'111，，11" 滋賀県経済部水産課

。……淡水真珠のほ貝l士、カラスガイ科に属する次の 2種類の 2枚貝である

が、琵琶湖では専らイケチヨクガイが使われている。

イケチヨワガイ (Hyriopsisschlegeli)産地 琵琶湖、霞浦(琵琶湖から移植)。

メシカラスガイ (Cristariaplicata)産地琵琶湖、霞ヶ浦、諏訪湖その他。

ここ数年来茨城県、千葉県その他二、三の府県では、本県の冥珠養殖業の画

期的な躍進に刺激されて、メンカラスガイを母貝とする真珠養殖を企図した

が、未だ事業化の段階に至っていない。従ってこの事業は、イケテヨワガイの

産地である琵琶湖のみに限られているので、本県の特殊産業ということができ

る。

淡水莫珠養殖業はアコヤガイを母貝とする繊水~珠と比較すると、

(イ)、ほ貝が安価で、養嫡法も齢水真珠の埼合と異なって簡易量下、または地蒔

放養の方式を採るため、大規模な施設を必要としない。

(ロ)、真珠層の巻き、光沢等と宿擦な関係を持つ水質も、施肥等の人工的な方法

で改良することも比較的容易で‘湖のみでなく養魚池やi'~古池の利用も可能であ

る。

州、赤潮、冷潮等による被害はなく風波による危険率も極めて少い。

4ニ)、淡水真珠の生産の中心は気核であるので、踊水真珠の市場とは競合しない。

刷、母貝が大形であるため、アコヤガイで出来ない大詰の有核真珠の義殖も可

能であるO

付、本県のみの特殊産業であるので、計画生産の推進や価格の調整措置を構ず

ることも、比較的容易であるO

等の利点がある。

この事業は昭和10年藤田昌世氏によって企業化が計られ、同13年にはその生

産品が愉出され、事業も漸く軌道に乗り始めたが、第二次世界大戦の勃発によ

り一時事業は中絶した。戦後同氏は宇田清一郎氏と新興真珠株式会社を創設し

て、事業を再開したが、従来生産の中心であった有核真珠琵殖をfi!¥Ii核真珠生産

に切り換えた。その後養殖技術の改良進歩に伴って、非常に良質なものが産出
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され、事業の将来性が嘱望された結果、湖岸各地に養殖場が相次いで設立さ

れ、生産量も逐年増高の一途を辿っており、また、最近では10ミリ以上の有核

真珠の量産化も技術的に可能となったので、事業はさらに一層の睦進が期待さ

れる現況である。

。……淡水真珠は淡紅色で、その色沢は天然真珠で有名なペノレνヤ湾産のもの

に酷似しているといわれている。淡水冥珠の主なw場はイシドであるが、その

中心地ボンベイは、歴史的には数百年を経過する古い哀珠市場で、天然冥珠の取

引量は位界ーといわれている。ボンベイに入荷した淡水真珠は、そこで加工さ

れて、国内需用に供される外、その一部はイラク、イラシ、 νリアその他のア

ラブ諸国に再愉出されているようであるO

このように淡水真珠は殆んどボンベイ市場に依存しているため、その価格は

ボシベイ市場の動向に左右される傾向が強い。淡水実珠の価格は、最近の事例

では匁当り 800~L000円であるが、市場が限定されているため、急激な生産増

加は価格の暴落を招くおそれが多分にあるので最近業界自体においても、県内

養嫡業者を)丸とする協同組織の結成を計るとか、計画生産を推進してこのよ

養殖業者数

法人

個人

漁業協同組合

生産組合

計 6 

品
一
日
ロ

7

6
お

漁業構免許件数並びに漁場面積

生産規模(女子施術作業者数〉

'F& 1 - 10 10 - 20 20以上| 計

法 人 8 l 2 11 
イ図 人 12 12 
漁業協同組合 7 7 
生産組合 5 l 6 

計 32 2 2 36 
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生産状況(無核実珠〉

うな!伏勢にまJ処しようとする気速が高まり、その態勢を整えつつある 0

0…… 1;1~珠ぼ貝はすべて、フミ然J主のものに依存しているが、その

の沿岸、及びl勾 mlの?究所で民が砂泥のところである。従来この只 J士、 ~'t

用l'C供されるほか、介?立は只釦の原料に{山Hされており、往時ごその

当の日:にーとっていたが、明治末期頃から介鼓の市誌の2急増して、

果、の大部分が荒廃に!!苦し、生産節、は激減した。その後、徐々にFl1立しつ

つ忘るが、オミだ完全にii!に復するまでにはいたっていない。

の(!味合力は統計的に見て、年間300トン九日後と

もこの点からみて白ら iljíj約を:~けることになるが、

fìとって叶貝の守If~g~: は ~~j急、に土台大し昭和33年度においては、560 トシ余の

ょうとする:rた況にある。このような

の俄政任する i市:は、 I ドi1免ぞ~ ~g~(の日沿をきたすおそれがあるので、今後

るために、市嬰の増大に釣処したイケチョワガイの

ることが急務であろう。

前述したように、本業界の主にはイケナヨクガイり沼(の問!芯とか只の

あるいは1'lj'均針策など、竺草閲読することができない幾多の閉包に当泣i

しているので、業界ではオ三年度から貰J;f己主Fult;[禁法のJi1i;iHl

を進めることになったので、 YiLにおいても、後にァIJ

保から市場開、応に至る、した育成方針のもと

いと考えている。

i327ド真珠養殖業育成に関する基本方針

(f協和34ijZ2月策定)

L 真珠生産計画の策定

冥珠i手民の と、真珠の市場性を勘案して下記によりうミ計策てど画定する。

イ、当分の問、ほ貝の年間供給量を300トシ以内とする。

口、将来母貝の増設に伴って、需給状況が好転すれば供給量を漸増するO

ハ、淡水真珠の市場性と、現在の技術的段階から生産の中心は無核真珠に置く

も逐次有核真放の増1JIIをHる。

2， ほ貝の増殖針策

A
句

つ
ノ
創



13貝の供給量600トンを日襟に、積駆的な増嫡立を構ずると共に、新潟坊の

間;;石を計る。

3. E!土民のIR給調整

く、養殖J5別FJ:貝配分計画は、淡水虫珠養殖漁業協同組合をし

て、白主的に策定せしめるも、ほ貝の符給;jfi¥J授は、当分の間り誌が直接これに当

り、主数量;の権保と適正公平なf]:貝の配分を37・る。
4. i.魚、立さ慌の免約二は下記方自hこよる。

1.現lこ{;I己主二金交けず、事業主ピ営んでいる者に刻する

この方針策定前より、引続き事業を営んでいる〆者に封しては、新規免許の措置

を採るも卒業胤模は桜力庄指する。

2.漁業協i可組合、または組合員が事業を営む場合。

イ、漁協の行う自営事業に討しては、施術iヨ貝を利用する場合に限定せず、漁

協自体において抱術する場合に別しても、免許措置を採る。

ロ、組合員が、その属する組合地肉で、日IJ業として小規模に事業念行う場合に

l決り免許二する。

3.- 造業設に到する

イ、一段実績業おに射しては、{な貝の需給¥I}e況が好転しない限り、新規の免許

はしない。

口、現在免許している漁勾に甚しく不適なものがあれば、漁均一の改訂、補充の

措置を採るも、原則として漁埼の拡張は認めない。

5. 漁業取締の強佑一本方針の控進を計って、事業の円滑なる発展を期するた

め、潟、業取締の徹底を期するO

6. 淡水真珠誌嫡漁業協同組合の育成強化、一水産業協同組合法に，V~ く組合の

結成と、その充'支強化を計って、未生産計画、並びにほ貝の配分計百lの策定、

i[i坊の開拓、真J利回絡の調整、等諸事業を強力に推進し得

おける、淡水区raとの来日ず的増産にi対処するため、下記によ

り市勾の問f石と価格の維持調擦を計る。

イ、中共、来月jアジア、中近東その他のnr 調告を行い、市場の実態を把揮す

心。

ロ、市Jヰ陀にマッチした優良真珠の生産に努める。

ハ、民核実珠の加工による新111均の開拓。

ニ、支真珠生直による欧米市場の開拓。

;示、程合の自主検査制度の確立。

へ、価格調整資金制度の確立による販売窓口の一本化。

8. 技術指導の強化 技術研売会の開催、技術の巡回指導、漁:!:Jib診断等技術指導

の強化を~~tって、技術水準の向上に努める。
(¥真珠J 第4巻第10号)
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グラフ教室 (9)

規模別真珠筏台数表(昭和問、 34年度〉

筏数 81，702台(33)

75，081 (34) 

27，948合34.2%
2.J.おl合31.0%

20.219" 

12.07百 10，138

8.9お
9， 

lO~6U5 !l品田

9，614 

10，庄田ぉ 5∞h 

三重県水産課

。

13∞閉~~

人 数 2，301人(33)

2，356 (34) 

哩竺雪量重量

51絢

l∞ 閉拐
31馳 50樫型F議
16- 30 結

1-15 

u 古車工 1:世田λ

一 26-

関人 25"
岨人2.0%

初~%

1，路l人77.7.. 



34年度試験養殖貝の被害調べ

昨年に引き続いて実施中の県下52ケ所の試験養殖貝('i伊勢湾台風により被害

をうけ、一時は絶望かと見られましたが、10月末現在の県水試の調査によれば、

何とか試験が続行出きる程度である事が判明し、この度研究会に報告が寄せら

れたので蕊に参考迄に発表する事にしました。

何かと仕事が阻乱し、自分の所を回収するのが精一杯であろう答の災害時

に、この試験の意義を理解され協力下さった各位に感謝すると共に、今後浜揚

げ迄の管理について宜敷くお願い申上げます。
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雑報

131‘ 

iノ守、

i'i百

~f学 5

/，1 

ペケ

5文i

)試去
一〉

て

て、(高山活犬著)

関する

三ヨ1~尽度会郡五ヶ j好中古n年

橋 )11 頴 代

1959 

{忍f援のような15号TT刊誌が去った~2朝、随一面にみかんが席々しくころげ、無数の木

片や瓦が散乱し、いくら片付けてもきりがなL、。母は早朝から文珠工場へ行ったまま

である。 j毎と戦っているほ乞忠うと、私l土気げずに倒/J'なければと、ひとり、きりき

りまいしているところへ、ちづ子さんが手伝いに来てくれた。夕暮れまで力の限り fm~

いてほっと一息入れていると、「あっ、頴代さん、おかあさん帰って来たに。」ちづ子

さんに教えられてえたのは、ブ7のない足どりで髪を舌しした母の姿だった。やはり私の

最も恐れていた事が事実になったのだ。きっと真珠が全滅したのにちがいなL、。簿明

りに見たほの顔は;急にふけ、苦痛にゆがんでいた。母は無理に作り笑いをしながら、

「海はきれし、にさつ:まりしとる。」とぽつんと寄った。私を安心させようとしてつぶ

やいたことばが余計に私を悲しまぜた。

私の家は真沫が財産のすべてだ。活もなければ一坪の田畑もなL、。台風は一瞬にし

て真珠を海の底にさらっていった。私たちはこれからどうして生きていくのか。来る
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日も来る日もほi工海へ、私ば床上浸水した家の跡片付けにおわれた。私は海にむかつ

て、海よ、おまえは真珠を全部さらっていった。母や私の心も知らないで。おまえば

余りにもひどすぎる。と、激しい怒りをこめ涙と共に叫んだ。濁った海は無気味に静

まり返り、真珠いかすごの残核を浮かべているだけだった。

しょんぽりと海ーから帰って来るほの扇をたたきながら、私はi思わず母の首すじに涙

を流してしまう。 rどうして神際立私たちをこんなに不幸にしてしまったのだろう。

台風の目だって、ほi主一心にお祈りしていたに..…J母i土、連日、枠や貝を探しに紛

でifí;~淑lナまわっている。わくが見付かつても貝はついていなし、。それでもほ j土、「も

う一度やれるだけやってみるo 4、5年ii.苦しいけど。 jと、きっぱりと言いきった。

五ヶ所の真珠養殖業者の中で、は一番被需を長けたほが、立派な態度をとっているの

を、私は誇りにi思う。

母i工きょうもしびれるような海水の中を、良を探して走り回っている。

【評) r もう一度やれるだけやってみる。 4 、 5 年~'(土苦しいけど」としづみじかいこ

とばに、た7こかれても、たたかれでも、正しく生きぬいていくほの誇りが輝いていま

す。最も大きな被害を}受けた真珠業者の、その後の生活の姿が、心を打ちます。

編集後記

。台風の後仕末もすんで、組合へ出荷に見える方

々が多くなりました。今年の珠はjE、った程豆、く

なく、災害珠と称するのは少い様で安心です。

(毎日中学生新開より)

撃
。養殖場の方はj\lfj~ も終りに近ずき、例年なればそろそろ暇になりまし

ょうが、本年''1、この時期に施設の復旧、整備にあてられるでしょう

から、や L忙しい事でしょう。

この会報が真に養殖技術者のハンドブックならしめるためにも是非生

の戸やレポートを御寄せ下さい。

。又、この会報も原稿不足のピンチに陥り来年度の発行を考えねばなら

ぬ様になっております。

珠の(直をきめ乍らも会報の事を気にしている有様ですから、どうか、

常連の方々も一つづつでも寄せて下さって無事編集委員の賓を果させ

て下さい。 (S)

-30-



お詑び

。集待感j切になり、日常業務に追われて会ÿ;~も思う様に!れく

出せない所へ、印刷所の都合で1PJが遅れ、 liiiも12月分の原

稿が皆目という事態に陥りました。。いつもの事ノl二らたった l人で原稿を集め、書き、編築し、

校了にするのですから能力に限度があり、月 1'11という事にてi!f

しみを感じますc

り こういった訳で、本年第 21rl_1日の合併サを山す事になりま

したが、思しからず御了承下され、 35年には--1胃の詳1I協力を

お願いします。 (S)

昭和 34年 12月 20日発行

第 4巻 第8・9号会報 (非売品)

(通巻第'27号)

有司祭委員白 井 裕 平
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